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人とのつながりの中で、ともに育つ 

校長 稗田 知子 

6 月は、授業参観をはじめとするさまざまな教育活動を通じて、保護者の皆様や地域・関係

機関の方々に本校の様子を直接御覧いただくことができました。寄せていただく温かいお言葉

や御意見は、学校を運営していく上でとても大きな励みになっています。保護者の皆様や地域

や関係機関の皆様からいただく視点や知見は、私たちだけでは気付きにくいことを教えてくだ

さる、かけがえのないものです。 

先日の防災教育推進委員会では、消防署の職員の方や地域の防災担当の方にお越しいただ

き、避難訓練を見ていただきました。「児童・生徒が落ち着いて、先生の指示をよく聞きなが

ら安全に避難できていた」と評価していただき、日頃の積み重ねが子供たちの姿に表れている

のだと、嬉しく思いました。 

その一方で、近年は自然災害の激甚化や多様化が進み、これまでの想定だけでは十分でない

場合もあります。委員の皆様からは、避難後の情報伝達の在り方や保護者との連携、地域との

協力体制などについて、具体的な御助言をいただきました。災害はいつ起こるか分かりませ

ん。だからこそ、いただいた御意見を真摯に受け止め、児童・生徒の安全を最優先に考えた防

災体制をさらに充実させてまいります。 

また、学校運営連絡協議会では、協議委員の皆様と中学部２・３年生の代表生徒との懇談を

行いました。生徒たちは少し緊張しながらも、自分の言葉で学校生活について語っていまし

た。協議委員の皆様からは、生徒たちから「学校が楽しい」「友達と一緒に活動することが好

き」といった声が聞かれ、日々の学校生活への満足感や充実感が伝わってきたとのお声をいた

だきました。さらに、その懇談の中で、友達とのほほえましい関わりや、互いに助け合う場面

が見られたとのことでした。「友達同士の関係がとても温かい」「自然に認め合い、支え合う雰

囲気が感じられる」といった評価をいただきました。その姿を通して、本校が大切にしている

思いやりの心が育っていると感じました。 

学校は、教職員だけで動かすことはできません。保護者の皆様、地域の皆様、そして多くの

関係機関の方々のお力添えがあってこそ、子供たちのためにできることが広がります。これか

らも皆様からの御意見を大切にしながら、安全に、安心して学び、成長できる学校を目指して

まいります。 

さて、本日で1学期が終了します。学期中は、教育活動に御理解と御協力をいただきまし

て、ありがとうございました。夏季休業中は、厳しい暑さが続くことが予想されます。熱中症

等に十分御留意いただき、充実した夏休みをお過ごしください。 

 

 




